
袋型根固め工法用袋材 GBユニット GBYエコタイプ
審査証明の結果

2024年 4月8日～2029年 4月7日

審査証明有効期間

株式会社田中 本社・工場 〒595-0013　大阪府泉大津市宮町12-23
  TEL 0725（32）5381　　FAX 0725（32）2605

技術保有会社／お問合せ先

技術の適用範囲・用途

『ＧＢユニット　ＧＢＹエコタイプ』は、下記に示す事例の用途に使用可能である。

１）河川護岸の根固め工 ４）橋脚などの洗掘防止工
２）河川護岸の天端保護工 ５）海岸部での波の影響が小さい箇所における根固め工
３）河川護岸の法面保護工 ６）緊急対策用の水防資材など

　『ＧＢユニット　ＧＢＹエコタイプ』は、次の性能を有することが確認された。

（１）構造特性
外観などを確認した結果、再生ポリエステル繊維材料を用いており、中詰め材を充填後、吊り上げることが可能な袋状
の構造体である。また、網に数ヵ所の破断が生じても、中詰め材が抜け出しにくい構造および目合いを形成していること
が確認された。

（２）強度特性
所定の吊り上げ吊り降ろし、落下試験により、中詰め材を充填した袋材は耐衝撃性があることを確認した。また、摩耗
試験により小石などとの摩耗に耐えられる強度を有していることが確認された。

（３）耐久性
室内試験により、袋材は十分な耐候性、耐薬品性および耐腐植土性を有していることが確認された。

（４）耐燃焼性
燃焼性試験などにより、燃焼時において、網地の燃焼が広がらないことを確認した。また、再生ポリエステルの燃焼試
験によると有害ガスの発生は、人体に害をおよぼすような量ではないことが確認された。

（５）生態系に対する安全性
溶出試験により、河川や海における生態系の生育を阻害するような有害物質を水中に溶出しないことが確認された。

（６）施工性
施工性調査により、中詰め材に玉石や割栗石だけでなくコンクリート塊なども充填することが可能な袋材であり、河床
面や海底面とのなじみが良く、積み重ねも可能で、地上から水中への設置を容易に行うことができることが確認された。

●河川護岸の根固め工 ●橋脚などの洗掘防止工 ●河川護岸の天端保護工 ●河川護岸の法面保護工
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１）作業ヤードの確保 作業ヤード、材料仮置き場、袋材の仮置きヤードを確保する。
２）使用材料の搬入 ダンプトラックにて中詰め材の搬入を行う。
３）製作枠の作成 製作枠を現地に搬入、設置する。
４）袋材の装着 袋材を製作枠に装着する。
５）中詰め材の充填 中詰め材を充填し、袋材の口をロープで縛り込む。
６）袋材の吊り出し 袋材を吊り出す。製作枠を吊り外す場合もある。
７）仮置き 袋材の破損に留意し、中詰め材を充填した袋を仮置きする。
８）設置 設置場所を確認し設置を行う。
袋材の製作作業は４）から７）を繰り返し行う。

　『ＧＢユニット　ＧＢＹエコタイプ』は、再生ポリエステル繊維（フィルム等の再生繊維 60％以上）製ラッセル網を袋状に
加工した袋材である。
●網地色は、モスグリーン（ＧＲ型）と黒（ＢＲ型）があり、景観に合わせた色を選定することができる。
●再生素材を60％以上使用しているので、資源の消費が抑制され、環境への負荷を少なくし、循環型社会へ寄与することが
できる。
●袋体の形状が円錐形であるため、底部中央で網地が束になり、荷重が均等に掛かる形状である。また、中詰め材充填時の
作業性および充填後の成形性が良好である。
●袋体の材料が、再生ポリエステルラッセル網でネット結節部が固定され、網目の形状が安定している。
●設置面への追従性が良く、凹凸面にも良くなじむ。
●製作・設置が簡単で、工期の短縮を図ることができる。

袋型根固め工法用袋材 GBユニット GBYエコタイプ
技術の概要 施工方法

施工例

技術の特徴

吊り上げ時（GBY-2GR） 段積み時（GBY-2BR）

法面保護工 根固め工

法面保護工 法面保護工・根固工

濁水防止工 落差工

製品の仕様
タ イ プ
品 番
製 品 寸 法
形 状
網 地
網 構 成
色 合 い
網 目

吊りロープ

口縛りロープ

底縛りロープ

網地引張強さ
中 詰 め 材
内 容 量

２ｔ型

3.0×2.0ｍ

450N/ 本以上

約1.24ｍ³

４ｔ型

3.7×2.5ｍ

650N/ 本以上

約2.5ｍ³

GBY-2GR

1,670dtex×10本
モスグリーン

GBY-2BR

1,100dtex×13本
黒

GBY-4GR

1,670dtex×15本
モスグリーン

GBY-4BR

1,670dtex×13本
黒

袋型（2重）
再生ポリエステルラッセル網

菱目合い25mm

ナイロンφ6mm（黒原着）

玉石・割栗石・コンクリート塊（50mm～人頭大程度）など

ポリエステル
φ9mm（黒原着）

ポリエステル
φ9mm（黒原着）

ポリエステル
φ12mm（黒原着）

ポリエステル
φ12mm（黒原着）

ポリエステル
φ9mm（黒原着）

ナイロン
φ6mm（黒原着）

ポリエステル
φ9mm（黒原着）

ナイロン
φ6mm（黒原着）
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